
市民の満足を目的にした
行政組織と評価制度
今の市政には一部の大きな声が過度に反映され、市民の声が十分届いていません。
市が行ってきた事業への評価や、人事評価制度への納得感も薄いでしょう。行政改
革が求められています。当たり前の民間感覚を行政組織へと反映させてまいります。

▼政策案
・人事評価制度の改革。年功序列から能力・実績評価へ。
・窓口をより便利に。オンライン問い合わせ窓口を設置。
・市民のコンシェルジュを設置し、たらい回しを撲滅。
　不慣れな書類作成などは一緒に行う。
・常時市民の声が集まる仕組みを構築。声を市政へ反映。
・民間との積極的な人事交流による職員育成。

情報の見える化で
市民が納得できる意思決定
市が保有する情報は原則公開であるべきです（個人情報など除き）。行政が不透明
だと、非効率な事業や不公正な事案などが生じても表に出てきません。行政の透明
度を最高レベルに高めるべきです。どのような意思決定がされたか、いつでも市民
がチェックできるよう、情報開示請求が簡単に、低コストでできることが、市民と
行政の適度な緊張感につながります。

▼政策案
・市民からの開示請求はオンラインでも受けつけ、正確性と速度をもって回答。
・市民へ伝達すべき情報と伝達方法を整理し、
　LINE やツイッターなどで情報を受け取れるようにする。
・各種会議（審議会など）はオンライン傍聴を可能とする。

みなさま、覚えていますか？
2019年の夏、観光客がたくさん訪れる大事な時期に道の駅はくしゅうが閉鎖されていたこと。2020年、市が情報開示しなかっ
た（増富関連）ことを訴えられ、開示させられたこと。2019年、生徒からのいじめの訴えを適切に扱わなかったとして、市
に問題があったと第三者委員会から指摘を受けたこと。
これらはすべて、北杜市政のいびつな構造や歪みによって生まれた深刻な事案です。

ここで生まれた損失、事案の解決にかけられた時間、そして「もしかしたらみなさまもどこかで当事者となってしまうかもし
れない」というリスク。すべて市民のみなさまに降り掛かってしまうのです。北杜市の停滞感の根本原因はここにあります。
こうした市政をチェンジしていくことが今求められています。

【池田やすみちと北杜をもっと魅力的な街にする会】だより 2020年 9月号 -3 討議資料

子どもたちが戻ってきたくなる街へ
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市民の生命を第一に考える
防災設計
現在のハザードマップには過去に被災した場所が反映されていません（昭和 34年
の水害など）。土砂災害警戒区域にある避難場所もあります。市民の命を最優先に
考える役所組織へと改革し、早急に見直します。

▼政策案
・ハザードマップに過去の災害エリアを反映。
・避難所の安全性を再点検（土砂災害エリアや過去の水害エリアなどにある避難所
　の安全性や特別な支援が求められる市民の避難先など）
・活動の適正化など、団員を交えた本音の消防団改革を議論。
・必要な時に聞こえない防災無線から、各家庭 1台モバイル端末による情報伝達の
　検討。置き換えられるコストの比較、実証実験的アプローチなども検討。

今、やるべきことに
集中する予算編成
効果の出ていない事業であっても続けてしまうのは、失敗を認められないことや、
しがらみが邪魔をして決断ができないことが原因です。より優先度の高い、未来に
向けた予算の使い方へとチェンジしていくためには、しがらみを排したトップの強
い覚悟が必要です。旧来の選挙スタイルではそのようなトップは生まれません。

▼政策案
・常に費用対効果の観点から事業を見直す。
・事業推進にあたって、リスク管理を導入する。
　（道の駅はくしゅうの閉鎖のようなことを防止。）
・ふるさと納税に本腰を入れ、自主財源を確保する。
・電子マネーをつかい個人負担ゼロで寄付できる仕組み「北杜ファンクラブ」を
　創設し、環境美化など、北杜をより楽しめる環境作りへ投資。

ホームページや LINE、ミニ集会などで皆さんのお悩み・ご意見・
ご質問を募集しています。頂いた質問は動画、ブログ、SNSにて
定期的に回答させていただきます。
「子どもたちが戻ってきたくなる街」を作り上げるため、たくさん
のお話、聞かせてください！
（匿名での投稿も可）

【池田やすみちと北杜をもっと魅力的な街にする会】への支援の輪をひろげてください。
街頭活動やリサーチなど、ご協力して頂ける会員様を募集しています。
その他の政策や活動状況はホームページでもアップしてまいります。
もし、ご興味あればお電話、LINE、メールでお気軽にご連絡ください！

お悩み・ご意見・ご質問募集！


